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　１．はじめに 

　理科の地球分野の学習において、露頭観察はぜひとも実施したい活動の一つである。特に、地層が持つ堆積

構造の観察や手触り等の質感の体感は露頭観察によってのみ得られる情報であり、地球やその地域の地史を考

察するうえで重要である。通常、学校の授業等で露頭観察を行う場合、大型バスなどで露頭に出向くことが多

いが、移動時間や経費の発生、さらには現地での生徒の安全管理が必要となる。これに対し、学校から近

く、かつ生徒にも身近な場所で露頭観察が実施できれば、前述の課題の解決に加えて、普段見ている景観の成

り立ちに関する生徒の理解が進み、地球や地域への理解を深めることができる。長崎県諫早市にある長崎日本

大学中学校・高等学校は、新生代古第三紀始新世（約4000万年前）に浅海もしくは汽水域に堆積した砂岩泥

岩互層（諫早層群；山崎・他、1965等）の露頭が校内に複数存在し、地球分野のよい学習素材として活用で

きる。本発表では、校内に存在するこれらの露頭を活用した地球分野の学習プログラムの開発と、その実施例

を紹介する。 

 

　２．本プログラムの構成と特徴 

　本プログラムの実施には終日を要する。その流れは以下の通りである； 

 

　１～２校時目：地球の成因とプレートテクトニクスに関する講話 

　３校時目：校内の3か所で露頭観察 

　４校時目：産総研のウェブサイト「地質図Navi」を用いて、観察した地層の特徴や年代を調べる 

　５校時目：砂岩泥岩互層の成因の考察と、地層の観察結果から導かれる学校周辺の地史の紹介 

　６校時目：まとめと質疑応答 

 

　本プログラムは、５校時目に砂岩泥岩互層の成因を考察させる点を特徴とする。生徒は小学校5年生の理科

の授業で「泥は砂に比べて陸から離れた場所に堆積する」ことを学習するが、これでは砂と泥は同じ場所には

堆積できないことになる。しかし実際には、砂岩と泥岩は同じ場所に露出している。この事実をどう説明する

かを生徒に考えさせるのが、本プログラムの”見せ場”である。 

 

　3．実施例 

　本プログラムを、長崎日本大学中学校の1年生121人に提供した。このプログラムを効率的に実施するため

に、当日はGoogle Slidesで作成した専用のワークシートを生徒に配付した。また、3校時目の冒頭で、砂岩と

泥岩の破片を生徒に配付し、その手触りや組織の違いを認識させるとともに、堆積岩の層理面の様子に着目す

るよう伝え、露頭観察のポイントを明確に生徒に提示した。その後、生徒たちは校内3か所の露頭を観察

し、砂岩泥岩互層と、それを断ち切る断層の存在を確認した。これらの観察結果を踏まえた上で、5校時目

に、生徒に「本来同じ場所にたまることができない砂と泥を同じ場所にためるにはどうすればいい？」発問し

たところ、複数の生徒が「気候変動に伴う海水準の変化が同じ場所に砂と泥を交互に堆積させたのではない
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か」という仮説を発表した。これに対し、宮崎県の日南海岸にある“鬼の洗濯岩”の露頭写真を紹介しなが

ら、「これだけおびただしい数の砂岩泥岩互層を、変化に時間がかかる気候変動のみでつくり出せるだろう

か？」と問いかけるとともに、砂岩層と泥岩層の境界がシャープであることに注目させ、泥が堆積する場が急

に砂が堆積する場に変化したのでは、というヒントを提示した。そしてこのヒントをきっかけに、混濁流の存

在と、その混濁流が発生する原因（集中豪雨や大地震）を生徒から導き出させた。最後は、露頭で生徒たちが

観察した結果を全て説明した、長崎日本大学中学校周辺の地形地質発達史を紹介した。 

 

　４．結果と課題 

　プログラムの実施後に生徒が記述した感想文を解析し、教育効果を検証した。受講生の半分強にあたる67人

の生徒の感想文を解析したところ、「通学路沿いに見られる崖が地層だったことや、それが約4000万年かけ

てできた事に驚いた」「地層は意外と身近な所にあることが分かった」という、学校周辺の地質に興味を

持ったという記述が53件、地球や地学、そして理科に興味を持ったという趣旨の記述が52件みられた。これ

を見る限り、地域や地球への理解を促すことを意図した本プログラムの目的の一部は達成されたと考えられ

る。 

　一方で、講義で大陸移動説とプレートテクトニクスを紹介したが、中学1年生には内容がやや難しかったこ

と、露頭の前で「どれが地層かわかりません」と立ち尽くす生徒が続出したこと、露頭では生徒がなかなか見

て欲しい場所を観察してくれなかった、という事態が生じた。講義内容の改善に加え、露頭での着眼点をより

具体的に生徒に提示する必要がある。なお、今回生徒たちが観察した諫早層群は、有明海をはさんだ東側では

大牟田層群に対比され、そこには日本の近代化を支えた三池炭田の石炭層が挟在される（星

住・他、2004）。これは、普段目にする地層と同じ時代にできた地層が、日本や世界の産業に与えたインパ

クトを紹介したり、再生可能エネルギーの話題を提供するきっかけとなる。今後は地球分野だけでなく、社会

科を含む他教科の学習にも貢献するようなプログラムの構築を検討したい。
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Observation of outcrops is one of the activities that we would like to carry out when practicing earth

science studies. In particular, the fine sedimentary structure characteristics and texture of geological

strata can only be obtained through outcrop observation, and is valuable information when considering

the geological history of the Earth and its regions. Normally, when observing outcrops during school

classes, etc., students often travel to the outcrops using large buses, but this requires travel time and

expenses, and furthermore, it is necessary to manage the safety of students on-site. On the other hand, if

it is possible to observe outcrops in a place close to the school and familiar to the students, it will not only

be possible to solve the above-mentioned problems, but also to deepen the students' understanding of

the formation of the landscapes they usually see. This can further deepen students' interest in the earth

and the region. 

On the premises of Nagasaki Nihon University Junior High School in Isahaya City, Nagasaki Prefecture,

there are outcrops of alternating layers of sandstone and mudstone (Isahaya Group; Yamazaki et al.,
1965, etc.) that were deposited in shallow sea or brackish water during the Paleogene Eocene of the

Cenozoic Era (about 40 ma.). In this presentation, we will introduce a science learning program in the

earth field that uses an outcrop on the grounds of a school, and a case study in which it was provided to

121 first-year junior high school students.
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